
 

さいたま都市計画地区計画の変更 

さいたま都市計画南平野地区地区計画を次のように変更する。 

決 定 告 示 年 月 日 

平成２３年１２月２日 

名   称 南平野地区地区計画 

位   置 
さいたま市岩槻区南平野１丁目、南平野３丁目及び 

南平野５丁目の各一部、南平野２丁目並びに南平野４丁目 

面   積 約６７．５ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、東武野田線東岩槻駅より南方約１．０ｋｍに位置し、

市施行の南平野土地区画整理事業等により都市基盤が整備された地

区である。 

このため、土地区画整理事業等の効果の維持・増進を図るととも

に、良好な住環境の形成・保全を図ることを目標とする。 

土地利用の方針 

Ａ・Ｂ地区は、中層住宅を主体とし、良好な住環境の保全を図る。 

Ｃ・Ｄ地区は、幹線道路の沿道地区としての適正な土地利用の誘

導を図るものとする。 
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建築物等の 

整備の方針 

良好な住環境の形成を図るため、建築物等の用途の制限、建築物

の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物等の高さの最高

限度及び垣又はさくの構造の制限について定める。 

 



 

 
理 由  町名地番の変更に伴い、位置及び地区計画の目標の表記について変更を行うものである。 
 

区分の 

名称 
  Ａ地区   Ｂ地区   Ｃ地区 Ｄ地区 地 区

の 区

分 区分の 

面積 
約４９．４ｈａ 約７．１ｈａ 約４．８ｈａ 約６．２ｈａ 

 次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。 

建築物等の用

途の制限 

 
① 売場面積 500

㎡を超える物

品販売店舗 
 － 

 
① ホテル又は

旅館 

 
① ホテル又は

旅館 

② ボーリング

場又はスケー

ト場 

③ 自動車教習

所 

１２０㎡ 

建築物の敷地

面積の最低限

度 

 ただし、制限が適用された際、現に建築物の敷地として使用されている土

地で当該規定に適合しないもの又は現に存する所有権その他の権利に基づい

て建築物の敷地として使用するならば当該規定に適合しないこととなる土地

について、その全部を一の敷地として使用する場合を除く。 

壁面の位置の 

制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線までの距離は、

１．０ｍ以上とする。 

ただし、外壁の後退位置の限度に満たない距離にある建築物部分が、次の

いずれかに該当する場合においては、この限りでない。 

① 外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３ｍ以下であるもの 

② 軒の高さが２．３ｍ以下で、かつ、延べ床面積の合計が１０㎡以内の物

置等 

③ 軒の高さが２．３ｍ以下の自動車車庫等 

建築物等の高

さの最高限度 

 建築物の各部分の高さは、当該部

分から前面道路の反対側の境界線又

は、隣地境界線までの真北方向の水

平距離に１．２５を乗じて得たもの

に７ｍを加えた高さ以下とする。 

－ 
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垣又はさく 

の構造の制限 

道路に面する側の垣又はさくの構

造は、次の各号の一に掲げるものと

する。 

ただし、門柱・門扉等はこの限り

ではない。 

① 生垣 

② 道路面からの高さ１．０ｍ以下

の基礎部分の上に透視可能な材料

等でつくられたもので、道路面か

らの高さが１．８ｍ以下のもの 

－ 


